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――ベルリオーズという作曲家を、そもそもどのように位置づけ
ておられますか？
スダーン：インターナショナルな音楽文化のなかで、大変重要な位
置を占める人物です。パガニーニをはじめ、出自の異なる同時代
の作曲家たちに、さらにはずっと後の指揮者マーラーなど、演奏家
にも多大な影響をもたらしました。『管弦楽法』といった著作だけ
ではありません。音楽作品そのものに、リストのような大人物が身
を挺しましたね。ワイマールの宮廷楽長時代に、ベルリオーズのオ
ペラ（《ベンヴェヌート・チェッリーニ》）を上演しました。ベルリオーズ
は、フレンチ・レパートリのいわば王様です。

演奏に大人数を要する、あのスケールの大きさを考えてくださ
い。今回演奏する《テ・デウム》は、パリにあるサン＝トゥスタッシュ教
会という巨大な空間で、900人によって初演されたのです（1855
年）。（ドイツで）最大規模のオーケストラといわれたライプツィヒの
ゲヴァントハウス管弦楽団が、63名だった時代にですよ。
――「空間性」は、ベルリオーズ作品のキーワードと言えそうですね。
スダーン：この《テ・デウム》では、大オルガンの備えつけられた側と
は反対側（祭壇側）にオーケストラと合唱を置くよう指示があります。
オーケストラが聞こえて、今度は別の方向からオルガンが聞こえる
という効果。オルガンがたびたび完全なソロで奏されるのは、こ
の効果をはっきりと打ち出すためなんですね。総奏で音がうまく合
わない場合は、オーケストラの指揮者とタクトを合わすオルガン用
の指揮者を置けとあります。
――20世紀には、たとえば3群のオーケストラを3人の指揮者が
振る、カールハインツ・シュトックハウゼンの《グルッペン》のよう
な作品がありますが、その先がけのようです。
スダーン：そう、非常に現代的。ベルリオーズは、この大オルガンに
抗すべく、弦楽器にも、第1ヴァイオリンだけで25人、コントラバスに
16人といった大勢を指定しています。古典派の作品に、あるいは
ロマン派でも、スコアにこんな事を書きこんだ例があったでしょう
か？もっとも、現代の楽器・技能からすれば、これほどの数は必要
ではありませんが。管楽器も今回、ダブルにはしません。フルート
Ⅰ、Ⅱとあれば、文字どおり2名で。（現代では廃れた楽器とされて
いる）オフィクレイドも、小型チューバで代奏するのではなく、ちゃんと
用いますよ。日本に、この楽器をご自分で所有し演奏するプレー
ヤーがおられるんですね。
――サントリーホールでは、演奏者をどのように配置されますか？
スダーン：オーケストラは通常どおり、オルガンの下の舞台面に。そ
の背後に児童合唱の列があり、そのうしろのバルコニー席に、全
部を埋めるようにして残りの合唱団が立ちます。そもそも、オルガ
ンとオーケストラを会場の両端に置くというのは、教会堂というもの
が有している構造からくることであって、ベルリオーズは、それを計
算に入れて作曲したわけですね。ローマ・カトリック教会では、ごく
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普通のことですよ。ミサにおいては、オルガ
ンによる前奏曲がまずあって、次いで合唱
団が歌う。そして、彼らがテンポを合わせ
られるよう、僧侶が指揮のようなことをする。
――この《テ・デウム》には、いわば追加オ
プションのような「行進曲」があり、最新版
のスコアにも付録として載っています。
スダーン：トマス・ビーチャムとか、コリン・デ
イヴィスといった指揮者は加えましたが、私
はしません。ベルリオーズがはっきりと、「こ
れはもっぱら軍事祝祭用」としているからで
す。（出版の段になってベルリオーズ自身
が削除した）「プレリュード」も、同様の目的
のものですから演奏しません。
――《テ・デウム》構想の発端には、ナポレオンⅠ世

（ボナパルト）の偉業を称える作品を書きたいという
思いがあったようですね。
スダーン：そして完成後も、ナポレオンⅢ世の戴冠式で
初演する案が立てられた。要するに、政治的に強力
にコミットした作品ですね。それは明らかです。だか
らこそ大人数が見込めたわけです。お金も集まる、パ
レードとしての催し。結局それは実現しませんでした
が、上演を可能にしてくれる友人らがベルリオーズに
はいました。
――こうした成立背景から、この作品に戦闘的な性格
をみる意見もあります。たしかに大太鼓やシンバルも
盛大に鳴ります。軍楽隊を思わせるテナー・ドラムも
出てきます。宗教的・精神的な《テ・デウム》に矛盾す
ると感じる人もあるかもしれません。
スダーン：大太鼓とシンバルは、ヴェルディも《レクイエ
ム》で使っていますよ。たんにクライマックスを築くた
めです。テナー・ドラムは、最終楽章「ユーデックス・ク
レデリス」で、ずっと鳴り続けていますね。そのリズム
は、たしかに行進曲風です。しかし、ここでどれだけ
の人間が演奏しているか思い返してください。打楽器
の打撃音は、非常に助かるんですよ。みんなが音を
合わせるのに（笑い）。そういう実際的な目的もある
のです。

テ・デウム・ラウダムスとは、「神よ、我らは御身をほ
めたたえ」という意味であって、神、地上、人間性すべ
てへの賛歌です。これがこの曲全体の基本です。そ
して、この種の「賛歌」に、「祈願」とされる楽章がはさ
まる。人が戦地に赴くとき、聖職者が必ず、彼らを祝

福すべく祈願するでしょう。日本の大戦中の特攻隊員
もそうでしたね。先日その記録フィルムを見ましたが、
出陣の際、彼らを心理的に不可侵な存在にする何か
を、周りが与えていました。あれだって、きわめて精神
的・霊的（ガイストリッヒ）なことだ。霊＝ガイストというも
のは、すべてに関わってくる。万事にわたってセレモニ
アルなローマ・カトリックの世界では、特にそうです。

つまりこの《テ・デウム》は、人 を々畏れさせ、驚かす
ために書かれた作品なのです。音楽作品に、いつも
深遠な意味をまとわせる必要はありません。音楽は、
機能するという面も持っているでしょう。大戦中に、リ
ストの《前奏曲》やワーグナー作品が（戦意発揚のた
めに）使われたのも偶然ではありません。

ベルリオーズについての強い印象を残す作品で
もって、東京交響楽団の今シーズンを締めくくりたい。
私はそう考えました。
――そしてさらに、リストの交響詩《オルフェウス》とフ
ランクの《交響変奏曲》という、これまた滅多に演奏
されない作品を組み合わせましたね。
スダーン：ベルリオーズときたらリストでしょう。そしてフ
ランクはオルガンの人だし、ほかの二者から影響も受
けました。三者はみな関連しているのです。それに、
聴き手が「知っている作品」だけを求めていると思っ
たら大間違いですよ。音楽的な聴衆、知的な聴衆を
私は求めていますし、こういう演目を組むことで、彼ら
をサポートすることにもなる。やるほうも、《幻想交響
曲》ばかり繰り返していれば楽でしょうが、新たに研
究の必要な、自分自身を成長させる作品にも取り組む
必要があるのです。
――どうもありがとうございました。
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